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2015年以降の普及に向けた、技術開発の全体計画とHySUTの活動内容 

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 

METI 水素供給設備整備事業費補助金 
（水素ステーション先行整備） 

2013/18ST 

2015年度までに100ST
を先行整備する共同声
明に対し45STが決定 
(補助金ベースは４１) 

 NEDO 
 水素製造・輸送・貯蔵システム等 
 技術開発事業 

 

NEDO 〈2013年5月1日開始〉 
水素利用技術研究開発事業：主要５テーマ受託 
Ⅰ： ＦＣＶ及び水素供給インフラの国内規制適正化、 
     国際基準調和・国際標準化に関する研究開発 
 
 
Ⅱ： ＦＣＶ及び水素ＳＴ用低コスト機器・システム等研究開発 
 
 
Ⅲ：水素ＳＴ安全基盤整備に関する研究開発 

 
技術・社会実証研究
(JHFC3) 

JHFC2 

2014/27(23)ST 

2015 
?? 

○過充填防止開発、○水素品質管理開発 

○水素計量管理開発、 ○充填ホース開発 

○高度安全運用技術開発 

規制合理化研究開発 
 

実証研究は 

STを活用した 

次の開発ターゲットへ 

 

ＪＨＦＣ：Japan Hydrogen & Fuel  

 Cell Demonstration Project 
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  ＨｙＳＵＴにおける水素供給インフラ技術実証の内容 
 

(4)トータルシステム技術の実証 

水素製造設備からFCV充填までの 水素製造・ 
輸送・貯蔵・充填までの一貫した水素イン 
フラのトータルシステム技術を実証する 

(1)70MPa、プレクール、３分充填技術の実証 

70MPa 水素充填の未解決課題に係る技術実証を行う 
●一定昇圧速度制御能力  ●-40℃水素冷却能力 
●目標停止圧力での充填停止制御 

規制再点検、 
国際標準化 
への貢献 

(3)高頻度・高稼働運転の実証 

FCV・水素ステーションの本格普及を 
想定し、水素ステーション設備の高頻度・ 
稼働運転を行い実用性・耐久性・安全性の 
実証を行う 

(2)低コスト化ステーション技術の実証 

水素ステーションの低コスト化技術が実用化 
レベルに達したことを実証する 

※ 

※ 

水 素 製 造 装 置 

都市ガス･LPガスなど 

圧 縮 機 

蓄 圧 器 

制 御 盤 

プレクーラー ディスペンサー 貯 蔵 
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  HySUTステーションと関連設備・車両（２０１３年度） 

有明 (液水オフサイト,35MPa) 

霞ヶ関 (移動式,70/35MPa) 

成田 (オフサイト,35MPa) 

東京･杉並 (オフサイト,35MPa) 

羽田 (都市ガスオンサイト, 35MPa) 

千住 (都市ガスオンサイト,70/35MPa) 

鳥栖 
 (バイオマスオンサイト 

,35MPa) 

九州大学  
(水電解オンサイト,35MPa) 

北九州  
(オフサイト,35MPa) 
（2014年度～） 

大阪 (都市ガスオンサイト,35MPa) 

山梨  
(移動式,35MPa) 

横浜･旭  
 (石油ナフサオンサイト,70/35MPa)  

商用モデル総合 
実証ステーション 
2012年度完成 

出荷実証設備 [横浜市] 
(45MPa出荷) 
2012年度完成 

35MPa 
トレーラー 

圧縮水素配送 

45MPa 
トレーラー 圧縮水素配送 

   技術･社会実証研究ステーション 
   （HySUT/組合員企業） 

 関連設備(HySUT/組合員企業） 

   地域実証研究ステーション 
   （地方自治体etc） 

神の倉 [名古屋市] 
(LPガスオンサイト，70MPa) 

海老名中央 [海老名市] 
(オフサイト，70MPa) 

とよたエコフルタウン [豊田市] 
(都市ガスオンサイト， 

70/35MPa) 

 X-TRAIL FCV  
(日産) 

 FCHV-adv  
(トヨタ)  

 FCX CLARITY 
(ホンダ) 

フリート走行，計画走行，充填実証協力車両 

セントレア  
(都市ガスオンサイト, 35MPa) 

関西空港 (簡易式オフサイト ,35MPa) 
 FCHV-BUS  
トヨタ･日野)  
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運行名称・路線 運行会社 拠点水素ステーション 

路線： 
羽田空港 ⇔ 新宿西口/箱崎 

 

東京空港交通(株) 
都市ガスオンサイト 
35MPa 

FCHV-BUS 

空港リムジンバス運行 羽田水素ST 

都市ガスオンサイト 
35MPa 

セントレア水素ＳＴ 

中部国際空港（セントレア）の 
ランプバス運行 

ランプバス運行 

経路： 
関西国際空港のエアロプラザ・ 
第２ターミナルビル 

  

ターミナルビル連絡バス 

都市ガスオンサイト 
 35MPa 

FCHV-BUS 

新関西国際空港(株) 関西空港水素ST 

ANA中部空港(株) 

FCHV-BUS 

イースタンエアポートモータース(株) 

 X-TRAIL FCV  羽田空港を拠点とした 
・空港タクシー送迎 
・空港職員の深夜早朝の送迎 

東京・杉並水素ＳＴ 空港ハイヤー 

羽田空港タクシー 羽田水素ＳＴ 

オフサイト 
35MPa 

松崎交通(株) 

成田空港を拠点とした 
・空港ハイヤー送迎 

・空港職員の深夜早朝の送迎  

オフサイト 
35MPa 

成田水素ＳＴ 
オフサイト 
35MPa 

トヨタFCHV-adv  
FCX CLARITY  

JHFC3 第三者フリート走行実証（２０１３年度） 
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項目 

神の倉 
水素ステーション 

海老名中央 
水素ステーション 

とよたエコフルタウン 
水素ステーション 

方式 オンサイト オフサイト オンサイト 

原料 LPG 圧縮水素 都市ガス 

適用技術基準 一般則7条の3 第2項 一般則7条の3 第2項 一般則7条の3 第2項 

用途地域 第2種住居地域 市街化調整区域 近隣商業地域 

総合実証ST 
としての特徴 

セルフSS併設 セルフSS併設 大容量充填対応 

・用地選定～建設までの一貫計画  ・設置面積縮小化 
・短工期化  ・低コスト化 

仕
様 

充填圧力 70MPa 70MPa 70/35MPa 
充填プロトコル

（JPEC-S0003） 
対応 

一定昇圧率制御 
-40℃プレクール 

一定昇圧率制御 
-40℃プレクール 

一定昇圧率制御 
-40℃プレクール 

70ＭＰa充填方式 差圧充填 差圧/直充填併用 直充填 

低コスト化方策 
・80MPa級CFRP蓄圧器 
・パッケージ化ステーション 

・80MPa級CFRP蓄圧器 
・パッケージ化ステーション 

・パッケージ化ステーション 

   商用モデル総合実証ステーションの特徴 
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規制見直し取組みの経緯 

2005年： 
高圧ガス保安法7条の3「特定圧縮水素スタンド（常用圧力40MPa以下）」
制定。消防法、建築基準法等関連法令改正 
 ⇒ 水素ＳＴの市街地への設置、ＳＳ併設が可能に。 

2010年： 
「燃料電池自動車・水素ステーション普及開始に向けた規制の再点検に係る
工程表」 の中で16項目を決定。16項目の規制見直し検討が開始。 

2012年： 
7条の3水素スタンドの高圧化のための省令改正、技術基準改正。常用圧力
82MPa以下に変更。 

2013年： 
「規制改革は安倍内閣の１丁目１番地であり、成長戦略の１丁目１番地でも
ある」⇒ 規制改革会議発足 
「エコカーの世界最速普及」に向けて、追加見直し項目の決定。直ちに規制
見直し開始。技術検討が必要なものは、ＮＥＤＯ「水素利用技術研究開発事
業」にて九州大学，ＫＨＫ，ＨｙＳＵＴ，ＪＰＥＣ，ＪＩＭＧＡ等が実施 

2014年： 
規制見直し項目について、見直しのための検討をして、結論を得次第措置。 
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出展：経済産業省 講演資料（2014年2月28日FCエキスポ） 

水素エネルギー社会に向けた国の取り組み 
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   水素インフラ整備に向けた規制の見直し 

 規制の緩和に向けて、2010年12月、経済産業省は、国土交通省、消防庁と 
ともに規制の再点検が必要な16項目の工程表を公表。追加の9項目については、 
規制改革実施計画(2013年6月14日閣議決定)に基づき、見直し中。 

マルチステーション 

立地の規制 
○ 70MPaスタンドを設置する基準整備 [高] 

○ 水素保有量の上限の撤廃 [建] 

● 液化水素スタンドの規制･基準の整備 [高,消,建] 

● 市街地に設置可能な小規模水素ステーションの 
  基準整備 [高,建] 

● 市街地における水素保有量の増加 [建] 

● 市街化調整区域への水素スタンド設置許可 
  基準の設定 [都] 

材料の規制 
○ 保安検査の基準整備(開放検査 
  が必要) [高] 

○ 設計係数の緩和(配管:4倍) [高] 

○ 配管等への使用可能鋼材の 
  拡大 [高] 

○ 蓄圧器への複合容器使用の 
  基準整備 [高] 

● 使用可能鋼材に係る性能基準 
  の整備 [高] 
● 設計係数の緩和（係数2.4に 
    おける大臣特別認可の廃止) 

○は、2010年12月点検項目 

●は、2013年追加項目 

水素供給インフラに関する法律 

 高：高圧ガス保安法  消：消防法  建：建築基準法  都：都市計画法 

距離の規制 
○ CNGスタンド併設時の設備間距離短縮 [高] 

○ ガソリンディスペンサーとの併設 [消] 

○ 公道との離隔距離短縮(8m→6m) [高] 

○ ディスペンサー周辺の防爆基準の策定 [高] 

● プレクーラーと学校･病院との距離短縮 
   (10m→8m) ［高] 

運営の規制 
○ セルフ充填の検討 [高] 

○ 充填圧力の緩和(フル充填) [高] 

その他の規制 
○ 公道充填のための基準整備 [高] 

● 水電解機能を有する昇圧装置の定義 ［高] 

水素製造装置 
貯蔵 

蓄圧器 圧縮機 

水素 
ディスペンサー 

給油空地 

水素トレーラー 

輸送の規制 
○ 容器の圧力上限緩和 
    (35→45MPa) [高] 

○ 安全弁の種類追加 
    (ガラス球式) [高] 

○ 容器等に対する刻印 
    方式の特例 [高] 

● 水素運送トレーラー 
    容器の上限温度の 
    見直し 
    (40℃→85℃) [高] 

出典：東京モーターショー2013での経産省ブース展示パネル(HySUTで一部編集) 
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規制改革会議要望の一例 
市街地における水素保有量の増加 

現在のガソリンスタンドと同様規模で
燃料供給が可能 

貯蔵量の上限が撤廃されなければ、燃料
供給事業として成立しない 

○ 市街地等においては、現状は以下のとおり水
素貯蔵量に制限がかけられている。 

• 準工業地域 3,500N㎥ 
（充塡可能台数６０台程度） 

• 商業地域   700N㎥ 
（充塡可能台数１０台程度） 

• 準住居地域  350N㎥ 
（充塡可能台数  5台程度） 

 

 

○ 水素スタンドの運営をガソリンスタンドと同
様に行うためには、100台以上の燃料電池自
動車に供給できるだけの水素を貯蔵すること
が必要不可欠。 

見直し前（貯蔵量上限設定） 

○ 貯蔵量上限なし 

（安全は高圧ガス保安法で担保） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見直し後（貯蔵量上限撤廃） 


